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1.  平成22年10月期第2四半期の連結業績（平成21年10月21日～平成22年4月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年10月期第2四半期 10,353 0.5 950 △15.7 1,112 △10.4 538 51.3
21年10月期第2四半期 10,306 ― 1,127 ― 1,240 ― 356 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年10月期第2四半期 44.16 ―

21年10月期第2四半期 28.15 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年10月期第2四半期 30,622 19,534 56.3 1,416.98
21年10月期 27,702 19,001 60.6 1,373.49

（参考） 自己資本   22年10月期第2四半期  17,245百万円 21年10月期  16,788百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年10月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00

22年10月期 ― 9.00

22年10月期 
（予想）

― 9.00 18.00

3.  平成22年10月期の連結業績予想（平成21年10月21日～平成22年10月20日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,850 3.0 1,600 7.8 1,760 11.3 830 239.4 68.01



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年10月期第2四半期 12,976,053株 21年10月期  12,976,053株

② 期末自己株式数 22年10月期第2四半期  805,856株 21年10月期  752,484株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年10月期第2四半期 12,203,889株 21年10月期第2四半期 12,648,582株



 当第２四半期（６ヶ月）におけるわが国経済は、一昨年来の世界的な金融危機による景気低迷が続く中、政府によ

る景気対策効果により一部の業種で底打ち兆候がみられたものの、本格的な景気回復には至らず引き続き厳しい状況

で推移いたしました。 

 このような経営環境の中、当社グループは機能性、独自性の高い商品の開発や、顧客指向型ビジネスを積極的に展

開する一方、競争激化する市場に対応し、原価低減並びに経費の削減に努めましたが、当第２四半期における連結業

績は、売上高が10,353百万円（前年同期比0.5％増）、営業利益は950百万円（同15.7％減）、経常利益は1,112百万

円（同10.4％減）、四半期純利益は538百万円（同51.3%増）となりました。 

 主な事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。 

  

〈家具・インテリア事業〉 

 家具・インテリア事業につきましては、企業、官公庁の年度末需要により売上高がやや持ち直したものの、競争激

化により売上高は8,888百万円（同0.3％減）、営業利益は627百万円（同15.8％減）となりました。 

 部門別では、オフィスインテリア部門につきましては、ＯＥＭ商品の充実、環境適応商品の開発につとめ、売上高

は2,021百万円（同10.7％増）となりました。店舗インテリア部門は、前年の出店凍結解除により売上高は1,952百万

円（同44.4％増）となりました。施設インテリア部門は、ホテル市場の低迷を比較的好調な医療福祉、温浴市場がカ

バーするに至らず、売上高は3,270百万円（同24.6％減）となりました。ホームインテリア部門は、ホームカタログ

の発刊効果により、売上高は624百万円（同29.4％増）となりました。 

〈放送・通信事業〉  

 放送業界は本格的なデジタル化時代を迎え、通信事業者との顧客獲得競争が一段と厳しくなり、コンテンツ（放送

内容）の充実が求められております。このような環境の中で、放送事業におきましては、地域密着の番組編成や情報

放送の充実に加え、新たに楽録BD（ブルーレイ録画）コースを設けるなど利用者の利便性向上に努めました。 

 一方、通信事業におきましては、光インターネットによる高速で安定したサービス提供エリアの拡大や、光電話の

サービスを加えたトリプルプレイサービス、共聴施設の解体時の加入促進や、デジタル契約拡大の営業活動に引き続

き注力しました。 

 このような活動の結果、売上高は1,460百万円（同5.1％増）、営業利益は321百万円（同15.6％減）となりまし

た。 

 なお、記載金額には消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。 

  

   

  

 当第２四半期連結会計期間末における財政状態は以下のとおりであります。 

 総資産については、前連結会計年度末に比べて2,920百万円増加し、30,622百万円となりました。流動資産は

15,812百万円となり、主なものは現金及び預金8,560百万円、受取手形及び売掛金6,223百万円であります。固定資産

は14,810百万円となり、主なものは建物及び構築物3,694百万円、投資有価証券5,103百万円であります。 

 負債については、前連結会計年度末に比べて2,387百万円増加し、11,088百万円となりました。流動負債は8,816百

万円となり、主なものは支払手形及び買掛金5,184百万円であります。また、固定負債は2,271百万円で、主なものは

役員退職慰労引当金1,599百万円であります。 

 純資産については、前連結会計年度末に比べて532百万円増加し、19,534百万円となりました。自己資本は17,245

百万円となり、自己資本比率56.3％、１株当たり純資産額は1,416.98円となりました。  

   

  

  

 当社グループを取り巻く環境は、一昨年来の世界的な金融危機による景気低迷が続くなか、引き続き厳しい状況で

推移しておりますが、当初の予想を上回る見込みとなりましたので、平成21年11月27日に公表しました平成22年10月

期の業績予想を修正しております。 

  詳細につきましては、平成22年５月21日に公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。  

  

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報



  

 該当事項はありません。 

  

  

 ① 簡便な会計処理 

  1) 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

   貸倒実績率が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決

算において算定した貸倒実績率を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

   2) 棚卸資産の評価方法 

      棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法

により算定しております。 

      また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行っております。 

   3) 固定資産の減価償却費の算定方法 

      減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価

償却費の額を期間按分して算定しております。 

  

  ② 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理 

      該当事項はありません。 

  

  

  該当事項はありません。    

  

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年４月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年10月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,560,162 7,895,891

受取手形及び売掛金 6,223,406 4,150,374

有価証券 297,350 344,870

商品及び製品 235,311 263,001

原材料及び貯蔵品 170,362 152,829

繰延税金資産 135,782 121,361

その他 201,986 203,103

貸倒引当金 △12,221 △9,094

流動資産合計 15,812,141 13,122,336

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,694,135 3,896,538

機械装置及び運搬具（純額） 613,922 414,348

土地 2,974,378 2,973,547

その他（純額） 455,407 333,320

有形固定資産合計 7,737,844 7,617,755

無形固定資産   

その他 63,567 65,642

無形固定資産合計 63,567 65,642

投資その他の資産   

投資有価証券 5,103,965 4,941,560

保険積立金 1,731,762 1,769,732

前払年金費用 － 6,866

繰延税金資産 2,935 5,712

その他 234,504 233,370

貸倒引当金 △63,947 △60,734

投資その他の資産合計 7,009,219 6,896,507

固定資産合計 14,810,631 14,579,905

資産合計 30,622,773 27,702,241



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年４月20日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年10月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,184,057 3,593,850

短期借入金 1,500,000 1,300,000

1年内返済予定の長期借入金 288,000 292,000

未払法人税等 535,725 286,556

賞与引当金 186,800 187,600

役員賞与引当金 8,800 17,600

通貨スワップ等 220,644 314,635

その他 892,594 604,646

流動負債合計 8,816,622 6,596,890

固定負債   

長期借入金 144,000 188,000

退職給付引当金 28,396 14,154

役員退職慰労引当金 1,599,188 1,573,435

繰延税金負債 255,362 180,519

その他 244,918 147,870

固定負債合計 2,271,865 2,103,979

負債合計 11,088,488 8,700,869

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,362,498 6,362,498

資本剰余金 5,401,276 5,401,276

利益剰余金 6,264,032 5,835,143

自己株式 △1,158,315 △1,091,331

株主資本合計 16,869,492 16,507,586

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 494,744 403,386

繰延ヘッジ損益 △18,976 △37,369

為替換算調整勘定 △100,220 △84,638

評価・換算差額等合計 375,547 281,378

少数株主持分 2,289,245 2,212,406

純資産合計 19,534,285 19,001,372

負債純資産合計 30,622,773 27,702,241



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月21日 
 至 平成21年４月20日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月21日 
 至 平成22年４月20日) 

売上高 10,306,114 10,353,438

売上原価 7,320,469 7,511,360

売上総利益 2,985,644 2,842,078

販売費及び一般管理費   

運搬費 166,697 171,578

貸倒引当金繰入額 2,396 9,219

役員報酬及び給料手当 706,949 712,187

賞与引当金繰入額 118,900 165,600

役員賞与引当金繰入額 10,000 8,800

役員退職慰労引当金繰入額 25,384 25,753

退職給付費用 34,526 36,850

減価償却費 76,413 73,664

その他 716,754 688,148

販売費及び一般管理費合計 1,858,023 1,891,802

営業利益 1,127,621 950,275

営業外収益   

受取利息 14,513 6,085

受取配当金 31,955 24,659

保険解約返戻金 79,206 16,179

通貨スワップ等評価益 23,244 63,385

その他 29,666 73,269

営業外収益合計 178,587 183,579

営業外費用   

支払利息 21,428 12,985

有価証券売却損 － 6,437

デリバティブ評価損 40,880 －

その他 3,185 2,325

営業外費用合計 65,495 21,747

経常利益 1,240,714 1,112,107

特別利益   

固定資産売却益 233 13

投資有価証券売却益 2,530 74,686

特別利益合計 2,763 74,699

特別損失   

固定資産売却損 4,137 385

投資有価証券評価損 245,381 30,426

会員権評価損 3,650 －

会員権売却損 4,750 －

特別損失合計 257,919 30,812

税金等調整前四半期純利益 985,558 1,155,995

法人税、住民税及び事業税 506,506 514,751

法人税等調整額 26,491 △7,580

少数株主利益 96,469 109,921

四半期純利益 356,091 538,901



 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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